
犯罪収益移転防止法施行規則
2027.4施行 主な改正点 など

（参考）ICチップ情報の読取り方法

不動産業における犯罪収益移転防止及び
反社会的勢力による被害防止のための連絡協議会



対面取引で本人確認書類を提示された場合における、
ICチップ情報の読取り方法

＜各省庁公表の「読取りアプリ」をスマートフォン等にインストール＞

① マイナンバーカード対面確認アプリ ： デジタル庁

※外国人用の「特定在留カード」「特定特別永住者証明書」(マイナンバーカード機能あ
り)にも対応。

② マイナ免許証読取りアプリ ： 警察庁

※マイナンバーカードと一体化していない、通常の運転免許証（カード）の公的読取りア
プリは、現状、ない。

③ 在留カード等読取りアプリ ： 出入国在留管理庁

※国内在住外国人用の「在留カード」「特別永住者証明書」に対応。

＜各種カード読取りに対応の市販カードリーダーを利用＞

★ カードリーダーをPCに接続し読取りを行う、等

14



読取りアプリの使用例(1)
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＜デジタル庁ホームページ＞

担当者等のスマホへ、アプリをインストール
☆現在、デジタル庁で提供されているアプリはスマートフォン版のみ。

PC版になりすました「偽装アプリ」の存在が確認されているので、注意！



読取りアプリの使用例(2)
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App Store（iPhone版） Google Play（ｱﾝﾄﾞﾛｲﾄﾞ版）

担当者等のスマホへ、アプリをインストール

当
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読取りアプリの使用例(３)
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・アプリを起動

・カード種類を選択

・「はじめる」で開始

・カードの券面を撮影
(文字情報を自動読取り)

画面の枠内に
入れて撮影



読取りアプリの使用例(４)
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・アプリに履歴が保存
される

・必要なら履歴を確認

個別の氏名・住
所等のデータは
履歴では表示さ
れない。

・カードにスマホを
  かざしてＩＣチップ
  情報を読取り

・ＩＣチップ情報の
  表示内容を確認
(券面との一致等)

確認終了後、
カードを顧客
へ返還。

☆対面取引では、表示したＩＣチップ情報のデータ保存、確認書類への添付は、必須ではない。
（非対面取引では、ICチップ情報のデータ保存もしくは確認書類への添付が必要）



その他、オンラインで完結できる確認方法（主に非対面取引）

【顔写真画像＋ICチップ情報の受信法】
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宅建業者が自社開発、もしくは契約した第三者が提供するアプリの利用を
顧客に連絡し、顧客がそのアプリをダウンロードして手続等を実施、など。

☆送信を受けたICチップ

情報、またはその写しの

保存(確認書類への添

付)も必要！

➢ 原則として、特定事業者（宅建業者）が用意したアプリを使用し、特定事業者側の端末（PC、タブレッ
ト、スマートフォン等）からICチップ情報を読み取り確認することとする。

➢ 「容貌の画像」は、静止画に限らず動画も含まれる。

※金融庁Webサイトより一部抜粋・改変

（宅建業者等）
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